
令和６年度の減災に係る取組結果の報告資料

資料７－１



国土交通省の取組状況
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付替前

付替後
約4.6km下流

新合流点
（倉敷大橋付近）

現合流点
（真備町川辺付近）

令和６年３月に小田川合流点付替え事業が完成

○柳井原貯水池を活用し、高梁川との合流位置を約4.6km下流へ付け替えることにより、高梁川のバックウォーターによる小田川への影
響を小さくするとともに、倉敷市街地における治水安全度の向上を図る。

○平成26年から事業着手し、約15年間で整備することとしていたが、平成30年7月豪雨により小田川等の堤防が決壊し、倉敷市真備町に
おいて甚大な被害が発生したことから、河川激甚災害対策特別緊急事業として、完成予定を5年前倒し、令和6年3月に完成。
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 令和６年３月２３日に小田川合流点付替え事業等竣工記念式典を挙行

■小田川合流点付替えによる整備効果イメージ
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雨量・河川水位グラフ

令和６年１１月出水の雨量概況

累加雨量レーダ分布図

○11月1日から11月3日にかけて台風第21号が接近し、台風第21号から変わった低気圧と前線の影響により岡山県では広い範囲で
大雨となり、期間中（1日9時～ 3日9時）に、多いところで総降水量が約150mmに達した。

【日羽：R6.11.2洪水】
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2日雨量：約146mm

約3,700m3/s

【矢掛：R6.11.2洪水】
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2日雨量：約120mm

約430m3/s

【船穂：R6.11.2洪水】
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2日雨量：約139mm

約4,000m3/s

１１月１日９時から３日９時（４８時間）の累加雨量
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日羽水位観測所
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小田川合流点付替え事業による水位低減効果事例（令和６年１１月出水）

○令和6年台風第21号から変わった低気圧と前線の影響により、岡山県では多いところで総降水量が150mmに達する大雨となり、
高梁川の船穂水位観測所では平水位から約2.0m水位が上昇。

○小田川合流点付替え事業が完成したことにより、小田川は高梁川からの背水の影響が減少し、水位が大幅に低減。
○小田川旧合流点付近では、事業実施前に比べ、高梁川側で約0.8m、小田川側で約4.6mの水位低減効果があったと推定。

■令和６年１１月出水の河川水位グラフ
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■令和６年１１月出水（11/2 17:30）の河川水位状況

小田川

清音古地より締切堤防（旧合流点）を臨む 小田川南山橋付近より下流を臨む

高梁川

締切堤防

締切堤防
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酒津地区堤防強化・笠井堰改築に伴う整備状況について

笠井堰
（左岸堰）改築

高水敷整備

築堤

浸透対策

河道掘削

河道掘削
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埋蔵文化財発掘調査

○小田川合流点付替え事業に引き続き、被害ポテンシャルが高い酒津地区の堤防強化と笠井堰の改築を実施し、

治水安全度向上を図る。

○令和7年度は堤防強化と埋蔵文化財調査を実施します。

凡 例

令和６年当初まで

令和６年度補正

令和７年度以降

山陽自動車道

倉敷市街地

妙見山
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清音古地地区・清音黒田地区の整備状況について

山陽自動車道

山陽新幹線

井原鉄道

簡易水道
水源地

JR伯備線

凡 例

令和６年当初まで

令和６年度補正

令和７年度以降

清音古地地区

清音黒田地区

○清音古地地区は浸透に対する安全性が不足し、清音黒田地区は堤防の高さや幅が不足している箇所があるため、

早期に整備を完了させる必要がある。

○令和7年度は、清音古地地区の浸透対策を推進し、新たに清音黒田地区の浸水対策にも着手する。
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小田川新合流点から下流の整備状況について

イオンモール倉敷

＜整備イメージ＞

○倉敷市街地が拡がる高梁川下流地区においては、小田川合流点付替えの受け皿として必要な築堤と堤防補強

（浸透対策）を実施し安全度の向上を図っている。

○令和6年度出水期までに一部区間を除き、築堤と堤防補強について概ね完了。

○令和7年度完成を目標に浸透対策を推進する。

高梁川大橋

◎9km

船穂中学校
西阿知小学校

片島町

船穂町船穂

西阿知町西原

倉敷市
船穂町水江
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船穂小学校

◎10km

◎8km

倉敷市
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◎7km

◎6km

◎10km

◎7km

凡 例

整備完了＋令和６年度完了見込み

令和７年度完成予定

高梁川大橋

JFEスチール

中新田幼稚園

倉敷市

倉敷市

玉島上成

船穂町船穂

◎3km

◎6km

◎4km
◎4km

◎6km

連島町西之浦

片島町

片島浄水場

◎5km

◎3km

◎5km

◎9km
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■流下能力対策

洪水氾濫を未然に防ぐ対策 岡山河川事務所

計画：2.65km

見直しにより対策不要となった区間を含む

計画：2.61km

見直しにより対策不要となった区間を含む

施工前 施工後 施工前 施工後

計画：11.78km

見直しにより対策不要となった区間を含む

対策箇所
・堤防高が低い等、当面の目標に対して流下能力が不足している箇所
（上下流バランスを確保しながら実施）

旭川水系 高梁川水系

水系 年度 実施状況

吉
井
川
水
系

R３年度
完了

2.65km （累計100%）

水系 年度 実施状況

旭
川
水
系

R６年度
まで

0.5km （累計19%）

水系 年度 実施状況

高
梁
川
水
系

R６年度
まで

11.45km （累計97%）
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■パイピング対策

計画：2.98km

見直しにより対策不要となった区間を含む

■浸透対策

計画：2.63km

見直しにより対策不要となった区間を含む

対策箇所

・過去の漏水実績箇所等、浸透により堤防が
崩壊する恐れのある箇所

・旧河道跡等、パイピングにより堤防が崩壊す
る恐れのある箇所

対策箇所

・過去の漏水実績箇所等、浸透により堤防が
崩壊する恐れのある箇所

洪水氾濫を未然に防ぐ対策 岡山河川事務所

水系 年度 実施状況

旭
川
水
系

R４年度
完了

2.98km （累計100%）
水系 年度 実施状況

高
梁
川
水
系

R６年度
まで

2.48km （累計94%）
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■天端の保護

計画：2.60km

水系 年度 実施状況

吉
井
川
水
系

H28年度
完了

2.60km （累計100%）

見直しにより対策不要となった区間を含む

計画：1.23km

水系 年度 実施状況

旭
川
水
系

H28年度
完了

1.23km （累計100%）

見直しにより対策不要となった区間を含む

計画：0.69km

見直しにより対策不要となった区間を含む

堤防天端をアスファルト等で保護し、堤防への雨水の
浸透を抑制するとともに、越水した場合には法肩部の
崩壊の進行を遅らせることにより、決壊までの時間を
少しでも延ばす

吉井川水系 高梁川水系

施工前 施工後

堤防天端をアス
ファルトで保護

施工前 施工後

堤防天端をアス
ファルトで保護

水系 年度 実施状況

高
梁
川
水
系

H28年度
完了

0.69km （累計100%）

危機管理型ハード対策 岡山河川事務所
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■まとめ

吉井川水系 旭川水系 高梁川水系

流下能力対策
2.65km／

2.65km(100%)
0.50km／

2.61km(19%)
11.45km／

11.78km(97%)

パイピング対策 －
2.98km／

2.98km(100%) －

浸透対策 － －
2.48km／

2.63km(94%)

堤防天端の保護
2.60km／

2.60km(100%)
1.23km／

1.23km(100%)
0.69km／

0.69km(100%)

令和６年度末時点／全体計画（進捗率％）

洪水氾濫を未然に防ぐ対策、危機管理型ハード対策 岡山河川事務所
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避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

■避難活動や水防活動を支援するための水防資機材等の配備

保有する水防資機材の状況を平素より管理し、必要に応じて補充するなど、緊急時における
速やかな対応を図る。

岡山河川事務所
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避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

■避難活動や水防活動を支援するための水防資機材等の配備

保有する水防資機材の状況を平素より管理し、必要に応じて補充するなど、緊急時における
速やかな対応を図る。

備蓄水防資機材及び備蓄土一覧表 （R7.4現在）

岡山河川事務所
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より効果的な水防活動の実施及び水防体制の強化

■地域の建設業者による水防支援体制の検討・構築

令和６年度 災害応急対策活動等（測量・設計） 令和６年度 災害応急対策活動等（写真撮影） 令和６年度 河川等災害応急対策活動等基本協定

令和６年度 災害応急対策活動等
（排水ポンプ車・照明車の運送及び運転操作業務）

岡山河川事務所

地域住民の生命と財産を守るため｢災害時の応急対策に関する協定｣を締結し、災害時の迅速な活動体制を確保する。

令和６年度 災害応急対策活動等（電気通信工事）

※協定の期間は、令和6年12月16日～令和8年12月15日
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避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

令和２年１２月１０日公表

受変電設備・発電設備を屋上に設置

地下タンクから油中ポンプで屋上の発電機に供給ブレーカ遮断設備

油中ポンプであれば、通常のポンプより揚程
を大きく出来ます。（３５ｍまで圧送可能）

最大浸水深は、２．２ｍ

事務所３階より
１階用のブレーカを遮断

2.2m

4.1m

受変電設備発電設備

岡山河川事務所

■受変電・予備発電設備の耐水化を実施

○河川の氾濫による浸水時においても、各種水文情報を収集伝送する設備を守り、防災業務を継続するため、令和２年１２月に
公表された浸水想定区域図（想定最大規模）の浸水深に基づき、岡山河川事務所、旭川出張所、西大寺出張所の受変電・予備
発電設備を屋上に移設しました。
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〇逃げ遅れゼロを目指して、岡山河川事務所では昨年度より引き続き「マイ・タイムライン」に関する講習を行い、マイ・タイムライン
の作成や避難、河川の水位等の情報入手方法などについてお知らせしました。

○今年度は、行政関係や防災に携わる方だけでなく、地域住民や福祉関係者等への講習を実施し、これまで以上に幅広い方々を対
象に講習し、「マイ・タイムライン」の普及、水害の自分ごと化、避難意識の向上に繋がりました。

防災教育や防災知識の普及

岡山市多文化共生推進ネットワーク会議

瀬戸内市百田自治会防災訓練 倉敷市立豊洲小学校防災授業

備前県民局防災キャンプ 岡山県防災・福祉対応両区向上基礎研修

備中倉敷学

・令和6年４月～12月の間に7回の講習を実施し、延べ約４００人が受講。
・同期間に配布した逃げキッドは約１，０００部（講習以外にイベント配布や希望者への配布を含む）

外国人関係

地域住民関係 教育関係

防災機関関係 福祉関係

地域住民関係

岡山河川事務所

■マイ・タイムライン講習会を開催
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より効果的な水防活動の実施及び水防体制の強化

■地域の建設業者による水防支援体制の検討・構築

岡山河川事務所

【台風１０号】
瀬戸内市からの排水ポンプ車の要請（牛文排水機
場故障による）がありましたので排水ポンプ車を出動
させました。雨が多く降らなかったため、ポンプは設
置せず待機のみで帰還しました。

●出動機械
排水ポンプ車（３０m3／min）

●派遣期間
８月３０日（金）２３：００～
８月３１日（土）７：１９

牛文排水機場（瀬戸内市牛文地先）

排水ポンプ車出動状況
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排水計画（案）の作成および排水訓練の実施

■排水機場・樋門・水門等の情報共有（連絡体制など）を行い、大規模水害を想定した排水
計画を検討及び訓練の実施

高梁川排水ポンプ車訓練（令和６年）

災害対策機械訓練状況【吉井川水系６月３日、旭川水系６月５日、高梁川水系６月１４日】

岡山河川事務所

｢災害時の応急対策に関する協定｣の締結協力事業者を対象に災害対策機械の操作訓練を実施し、操作の習熟度向上を図る。
令和６年度は、高梁川、旭川、吉井川の３会場で操作訓練を行い、高梁川会場では倉敷市と、吉井川会場では和気町と合同で操
作訓練を行った。（延べ参加者約１６０名）

旭川排水ポンプ車訓練（令和６年） 吉井川排水ポンプ車訓練（令和６年）

旭川照明車訓練（令和６年）高梁川照明車訓練（令和６年） 吉井川排水ポンプ車訓練（令和６年）
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減災対策協議会の開催（高梁川水系）

○「流域治水」を特定テーマとした減災対策協議会を開催。
○平成30年7月豪雨から5年が経過し、気候変動による水害の激甚化・頻発化に備えるため、高梁川流域の関係機関が集まり、
高梁川流域の河川、流域、地域の特性を踏まえて、流域治水の重点的に取り組むべき内容について意見交換を実施。

【日時】 令和6年５月2０日（月）
１５:００～１6:3０

【会場】 コンベックス岡山2階
国際会議場

【出席委員】
倉敷市長、総社市長、高梁市長、
新見市長、浅口市長、早島町長ほか

減災対策協議会開催の様子

＜開催概要＞ ＜意見交換における主な発言＞

伊東 倉敷市長

片岡 総社市長

・平成３０年７月豪雨災害後、流域治水
対策には特に注力している。
・農業用水路の事前排水や田んぼダム
の普及促進は農業者の協力が必要で
あるため、連携を深めて行きたい。

・高梁川の河道掘削と内水排水ポンプ
設置は住民が安心感を感じている。
・昨年度は１５の小学校で防災訓練を実
施している。引き続き、訓練を通じた防
災意識の啓発に積極的に取り組む。

近藤 高梁市長

戎 新見市長

栗山 浅口市長

佐藤 早島町長

・ＡＲゴーグルを活用した災害の疑似体
験を通じて、災害を忘れない学習に繋
げている。
・災害に対する日頃からの備えが非常に

重要。流域治水等への取組を進める。

・毎年実施しているアンケート調査から、
防災意識の低下を懸念している。
・今後とも、防災訓練や防災意識の啓発
に関する取り組みを推進することで、防
災意識の向上に努めることとしたい。

・浅口市の特徴として、農業用ため池が
多いことから、ため池の適切な維持管
理に努めている。
・被害軽減のために、迅速かつ適切な情
報提供に取り組んでいる。

・防災デイキャンプを通じて、子供たち
が楽しみながら防災意識を高める取組
を推進している。
・子供たちが家庭で防災の話をすること
で、防災意識向上効果を期待している。

•流域治水をより一層推進するためには、河川、流域、
地域の特性を踏まえて取組を進めることが重要で
ある。

•委員の皆様には流域治水の取り組みを先導する役
割を担っていただきたい。岡山河川事務所

垣原 事務所長 会議資料（流域治水対策）

岡山河川事務所

■「流域治水」を特定テーマとした高梁川水系減災対策協議会を開催
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○流域治水の更なる推進を図るため、自治体等の担当者レベルで理解が深まるよう、令和6年9月30日（月）に赤磐市内と岡山市
内、令和6年10月3日（木）に倉敷市内で現場見学会を開催。

○現場見学会では、赤磐市の「ため池の洪水吐と排水樋門の調整方法」、岡山市の「岡山芸術創造劇場ハレノワの地下貯留施
設」、倉敷市の「住民参加型の樹林化抑制対策」といった流域治水の先導的な取り組み事例について、関係者から現地で説明
を受けた。

流域治水現場見学会の開催

9月30日の現場見学（赤磐市、岡山市）10機関24名が参加

10月3日の現場見学（倉敷市）9機関18名が参加

田んぼダムの堰板（赤磐市）

遊水池及び排水施設（柳井原） 樹林化抑制対策（小田川河川敷）

雨水貯留施設
（岡山芸術創造劇場ハレノワ）

雨水貯留施設
（北長瀬未来ふれあい総合公園）

まなびの部屋（まびふれあい公園）止水壁の保管庫（倉敷中央病院）

排水樋門

洪水吐

洪水吐と排水樋門（岩田大池）

（岡山市、玉野市、総社市、高梁市、備前市、瀬戸内市、赤磐市、

浅口市、福山市、環境省中国四国地方環境事務所）

（岡山市、倉敷市、総社市、真庭市、浅口市、早島町、福山市、環境省中国四国地方環境事務所、

岡山地方気象台）

まびふれあい公園（全景）遊水池 マレットゴルフ場
（樹林化抑制対策）

止水壁設置イメージ

岡山河川事務所

■令和６年度 流域治水現場見学会を開催
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岡山県の取組状況
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洪水氾濫を未然に防ぐ対策

■河川の流水を阻害する堆積土や繁茂樹木の除去

河道掘削・樹木伐採の推進

• 河道内に堆積した土砂や繁茂した樹木により、川の流れが阻害されている箇所
について、「河道内整備実施計画」に基づき、優先度の高い箇所から、効果的に
河道内整備（河道掘削・樹木伐採）を行い、浸水リスクを低減。

• 令和６年度末までに、約119kmの河道掘削や樹木伐採を実施したが、対策が
必要な箇所は依然として数多くあり、また、これまでに実施した箇所の一部では、
土砂の再堆積や樹木の再繁茂も見受けられる。

実施前 実施後

現状・課題

要対策箇所の状況

再堆積・再繁茂・河床低下対策

スケジュール・事業費

令和７年度から令和10年度末までに約81kmの河道内整備を行うこととして、累計延
長200kmを整備目標とするとともに、再堆積等の対策も実施する。

期待される効果

河道内整備

・河道掘削・樹木伐採により洪水時の水位を下げ、浸水リスクを低減
・これまでの取組の成果を維持し、持続可能な河川管理を実施

R2始
(2020)

R6末
(2025)

R10末
(2025)

土砂の再堆積状況

再繁茂対策の状況

河床低下対策の状況
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中小河川では、一部を除き、洪水浸水想定区
域図を公表しておらず、水害リスク情報の空白
域が存在する。

中小河川の氾濫により浸水が想定される範囲
について、洪水浸水想定区域図を作成。

広域避難を考慮したハザードマップの作成・周知等

■ 想定最大規模降雨による洪水浸水想定区域図の作成・公表（岡山県管理区間）

吉井川水系の中小河川において、想定最大規模(L2)及び計画規模(L1)の洪水浸水想定区域図を作成。

◆ R６実施内容

凡 例

洪水予報・水位周知河川

その他の中小河川

洪水浸水想定区域

水害リスク情報
の空白域

◆ 現状・課題

洪水予報河川等については、洪水浸水想定区域図を作成し水害リスク情報を公表している。その他の中小河川についても、浸水被害
の全国的な発生を踏まえ、令和３年度に水防法が改正されたことから、区域図を作成し洪水による水害リスク情報の空白域を解消する。

◆ 取組内容

凡 例

洪水予報・水位周知河川

その他の中小河川

洪水浸水想定区域

洪水浸水想定区域

(その他の中小河川）

水害リスク情報
空白域の解消

洪水浸水想定区域図を、水害リスク情報として公表することにより、住民等の、水害を「我がこと」
として捉える意識の醸成が進み、洪水時における円滑かつ迅速な避難行動が促進される。

◆ 効 果
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《備災出前講座》

・自然災害やハザードマップの学習

・防災まちあるき

・オリジナルハザードマップ作成 等

防災教育や防災知識の普及

24

■災害を風化させないために河川に関するイベントや防災訓練等を実施して、住民が河川
や堤防に関心を持つ取組を積極的に行う

子供の頃からの地域に根ざした防災教育を推進するため、学校や

家庭などで活用できる防災教育教材「おかやま備災手帳」を作成

し、小中高生等を対象に「備災出前講座」を開催した。

防災教育教材の作成及び出前講座の開催

「おかやま備災手帳」

生徒同士でグループディスカッション

手作りのハザードマップを発表自然災害や避難の方法を学習

防災まちあるき
(注意すべき場所などを発見)

オリジナルハザードマップ作成

備前県民局建設部（東備地域）
備中県民局地域政策部



より効果的な水防活動の実施及び水防体制の強化

改良積み土のう工法

講義（水防団と自主防災組織の役割）

講義（水防工法等）

ロープワーク

土のう作成

月の輪工法
25

 令和６年１０月２６日、今在家河川防災ステーション（岡山市中区）にて、「岡山県水防技術講習会」を開催し、消防団員
や県及び市の職員計２１名により、水防工法の演習等を行いました。

■実働水防訓練の実施



防災知識の普及啓発
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■防災の日・防災週間にあわせた防災の普及啓発

【内容】

・毎年、防災の日（９月１日）及び防災週間（８月３０日～９月５日）にあわせて、ホームセンターや

100円均一ショップに防災コーナーの設置協力を依頼
・ラジオや岡山県危機管理課の公式Xアカウント「岡山県防災」を用いた、防災週間と災害への備え
に関する普及啓発を実施

・県庁舎に防災週間の懸垂幕を掲示

【効果】

・防災ガイド・チラシの配布による県民の防災意識向上

【目的】

いつ起こるかわからない地震や風水害に対して、県民自らが災害に備えることの重要性を呼びか

け、県民の防災意識の高揚を図る。
懸垂幕

防災コーナー

【内容】

・岡山県の発行する防災ガイドブック「ももたろうの防災」等を活用した、平時の備え等に関する講演

・VRゴーグルを用いた災害体験

【効果】
・令和６年度（1月１０日時点）では、出前講座を９回行い、総参加者数は約500名
・防災ガイドブック「ももたろうの防災」やYahoo!防災速報アプリのチラシの配布による県民の防災
意識の向上
・過去の災害の紹介や、具体的な備えの方法を紹介することにより、家庭での自助を促進

【目的】

県民に対して、過去の災害や災害に対する備えの紹介を行うことで、防災意識の高揚や自助の

取り組みの促進を図る。

■出前講座の実施

講演

VRゴーグル
を用いた災害
体験
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市町村等の取組状況
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共助の仕組みの強化

28

■避難行動要支援者に個別訪問を実施

 高齢者や障がい者などのうち、災害時に自力または家族の力だけで避難することが困難な避

難行動要支援者の方について、個別避難計画の作成支援を推進する。

倉敷市

■避難行動要支援者への戸別訪問による計画作成支援
令和6年８月８日に南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）が発表された

ことを受け、８月１４日及び１５日、津波浸水想定区域に居住する避難行動要

支援者名簿に登録されている方を対象とする戸別訪問を実施した。

災害への備えについての普及啓発と個別避難計画の作成支援を行い、８月

２２日以降は対象を市内全域に広げ、令和７年３月末までに、１,８2９名の個

別避難計画の作成を支援している。

・津波想定区域内：市職員１０6名/日（2名１組５3班）体制で訪問

・市内全域：市職員１００名/日（2名１組５０班）体制で訪問

■市職員の防災意識の醸成
個別避難計画の作成支援を市全体で取り組むことで、災害に対する基礎知
識の向上や、防災意識を醸成し、防災部門、福祉部門といった縦割り的な災
害対応の考えの払拭を図った。

■今後の目標
市職員が聞き取りながら一緒に作成した計画を基に、避難サポー
ターを充実させることや、避難方法・場所について、地域の自主防災
組織や福祉専門職等の協力を得ながら、より避難の実効性のある計
画にしていく。
また、本取組を職員の人材育成の取組の一環として、市職員全体の
防災に関する基礎知識の習得や対人折衝能力の向上を目指す。

市職員が避難行動要支援者宅を訪問し、本人やケアマネ
ジャーの了解を得ながら、計画作成を支援

市長自らが、職員に個別避難計画の作成支援について説明



より効果的な水防活動の実施及び水防体制の強化
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■関係機関の連携を踏まえた（R3年度～）実働水防訓練の実施

● 梅雨前線を始めとした台風による洪水及び高潮等の災害に備え、気象情報、ハザードマップ
等の防災知識を習得し、市民と防災関係機関が一体になって災害時に必要な行動について
討議して、適切な避難行動がとれるよう訓練している。

● 土のう作成等の実践的な訓練を実施し、水害時における被害の軽減及び防災意識の向上を
図っている。

■開催日時：令和６年５月１９日（日） ０９：００～１２：００

■開催場所：笠岡市立大島中学校体育館及びグラウンド

■主 催：笠岡市

■参 加 者：１１９名

（自主防災組織、市内在住防災士、消防団、消防及び警察職員等)

■講 評：岡山県危機管理課

▲大雨・台風等気象情報・警報等に関
する説明

▲市民、防災関係機関によるマイ
タイムライン作成・討議

▲住家浸水防止に資する土のう
作成・積工法



排水計画（案）の作成および排水訓練の実施

■取組の内容
●開催日時：令和6年5月24日 13：30～15：00
●実施機関：井原市建設課
●参加機関：井原市建設業協会、井原市消防組合、井原市農林課・都市施設課
●開催場所：小田川河川公園（井原市木之子町地内）
●概要：
・井原市と井原市建設業協会が締結している「災害時における応急対策業務の実施に関する協定書」に基づき、災害時に
井原市と連携して行う内水排除作業に使用する可搬式の軽量緊急排水ポンプユニットの操作訓練を実施
・ポンプユニットの設置、発電機の起動、放水方法を説明後、実際に操作を行っていただくことで、万が一の事態における
作業の流れを確認

■排水機場・樋門・水門等の情報共有（連絡体制など）を行い、大規模水害を想定した排
水計画を検討及び訓練の実施
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防災教育や防災知識の普及

■取組の内容
●開催日時：令和6年8月6日、7日 10：30～11：30
●実施機関：井原市危機管理課
●参加機関：井原市立出部小学校児童約80名
●開催場所：井原市立出部小学校
●概要：
・出部小学校放課後児童クラブの防災授業の一環として、過去に市内で発生した災害、井原市危機管理課業務の紹介、
防災マップの説明及び災害への備え等について講座を実施。
・合わせて、災害備蓄物資の普及啓発、備蓄促進及びフードロス削減を目的として、賞味期限が近いアレルギー対応アル
ファ米を児童に配布。

▲講座の様子 ▲使用したスライド（抜粋） ▲使用したスライド（抜粋）

■小学生を対象とした防災教育の実施

31
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災害対策活動拠点としての機能を強化した市役所新庁舎の建設

 水害や地震など災害発生時に必要不可欠な災害対応機能を整備する。

総社市シンボル
マーク

【事業概要】

�災害時の対策活動拠点となる防災庁舎として、浸水対策にはマウンドアップ並びに開口部に止水板を
設けるとともに、地震対策には免震構造を採用する。

�災害発生時の対応を迅速に行えるよう、上層階に災害対策本部を設け、同階に指示系統を集約する。
�１階多目的ホールを一時避難所として利用可能とする。
�マンホールトイレや市民広場にかまどベンチを設けるなど、災害時の機能転換を可能とする。
�市役所敷地内倉庫棟に備蓄品スペースを設け、迅速な供給を行う。
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Ｒ４年度整備（高梁川沿い6か所）
Ｒ５年度整備（主に高梁川支川５か所）
Ｒ6年度整備（高梁川沿い１か所、笹ヶ瀬川支流に１か所整備予定）
• リモートで36０度可動式、赤外線で夜間でも監視可
• 道路や河川の状況をリアルタイムに把握
• 将来的には市民への公開も検討

ライブカメラ設置箇所・設置計画箇所

災害リスク早期把握のための監視設備整備

 高梁川の増水や局地的な降雨による内水氾濫・道路の冠水等を早期に把握し、迅速な避難情
報の発令等を行うべく、災害リスクが比較的高い箇所に河川監視ライブカメラ（動画）を整備中。

総社市シンボル
マーク

災害対策本部で活用

ライブカメラからの映像

33



総社市防災情報システムの整備

34

総社市シンボル
マーク

 水害など災害発生時に迅速な判断や情報共有ができるシステムを整備する。

【事業概要】

�災害時必要な情報を自動で取得。
�リアルタイムの情報を共有し、災害対策本部での迅速な判断につなげる。
�被災現地と災害対策本部が円滑に情報共有可能。
�避難所の避難者数等を現地職員がシステム入力して管理。
�市民は、雨量や水位、避難所の開設状況等をひとつのウェブサイト上で確認できる。

システムイメージ

水位
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日羽

雨量

0
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100
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災害対策本部室イメージ



清音軽部地区の水害対策状況
報告会の様子

軽部川の流域治水 ～清音軽部地区の水害対策の取り組み～

 西日本豪雨災害以降、国・県・市が一丸となって、軽部川の内水氾濫被害の軽減に向けた取り
組みの実践・効果的な対策の検討を行っている。これらの取り組みを水害対策状況報告会など
で、地元住民等の流域の関係者で情報共有を行っている。

総社市シンボル
マーク

湛井堰ゲートの事前操作 古地取水転倒堰の事前操作

軽部排水機場の運転水位の見直し

軽部川の河道掘削

35
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 市内全小学校区（１５小学校区）で防災訓練を開催（計１6回）

総社市防災訓練の実施 総社市シンボル
マーク

【事業概要】

�避難所の開設、救命救急等体験型の訓練を実施し、地域の防災力の向上を図る。
�災害時に必要な知識・技能を習得するため、参加者は全ての訓練の体験を行う。
�継続して訓練を実施することで、発災時の対応能力の向上、防災意識の醸成を行う。
�協定先団体や市内の大学・高校と協力して訓練を実施することで、災害に向けた協力体制の強化を図る。
�令和５年度は2,０００人以上が参加し、参加者全員に修了証を発行。
�令和６年度も３月末までに１５小学校区全てで訓練実施予定（１月末現在１５小学校区で実施済み）。



防災教育や防災知識の普及

■水防災に関する説明会、出前講座を活用した講習会の開催

市内の小学校・中学校で防災学習を実施し、防災マップを使って「マイ・タ
イムライン」を作成しています。
令和４年度からは、ＡＲゴーグルによる浸水疑似体験の導入により、浸水
が始まってからの避難は濁った水で足元が見えず、とても危険であることを
体験してもらいました。 障害物を置く体験では足元が見えない状況では歩
行が非常に危険であることも学習しました。
また、子供たちが協力してワンタッチパーテーションと簡易ベッドを組み立
て、ベッドに横になってみたりして避難所体験も行っています。
タブレットを使っての防災学習では、災害情報の取得方法や、自分の居
住区域の災害リスクの確認方法などを学んでいます。

タブレットで防災マップを確認マイ・タイムラインの作成ＡＲゴーグルで浸水疑似体験 避難所体験

令和５年度から地震・火災を疑似体験できるＶＲゴーグルを導入し、各所の訓練等で使用し好評を得ています。
令和６年度には２校（高梁北中９/2（１９名）、川上中９/2４（３８名）がＡＲ・ＶＲゴーグルでの防災学習を実施しました。学校以外
では自主防災組織などの訓練時に使用し、１７回、７００名が体験しています。 37



 新見市では、平成３０年から利用していた新見市公式ポータル「新見まちナビ」に告知放送のお
知らせ内容の掲載や新見市電子申請サービスなどの機能を追加し、令和５年４月から新見市公
式スマホアプリとして運用しております。「新見まちナビ」では警報等発令時の情報やハザードマッ
プ、避難所の情報等も確認できます。

 令和６年１０月からは、ダムからの放流情報を配信する機能を加えました。これは「おかやま防災
情報メール」の情報を転送する仕組みとなっていることから、手動で入力していた作業が省け、ダ
ムからの配信を遅滞なく市民に伝えることが実現しました。

情報の伝達・発信

38

■新見市公式スマホアプリを使った防災情報の配信

機関名

気象警報等

避難所情報

岡山県からの観測に関する情報
2０2４年０１月０９日１５:００

【新見市】
■千屋ダム-放流開始 15.990 m3/s
（流入量 51.230m3/s)

ダム下流の河川水位の上昇に注意してくだ
さい。

おかやま防災情報メール

新見市内には五つのダムがあり、
ダムの放流は、河川の増水に直接
繋がることから、特に流域に暮ら
す市民の関心は高く、注意喚起に
役立つことを期待している。

ダム放流情報の配信
令和6年１０月から運用開始



防災教育や防災知識の普及
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■自主防災組織のリーダーを育成する講座を開催

浅口市

 地域防災の要である自主防災組織や消防団を対象とし、地域の防災力向上及び防災学習を目
的とした育成講座を開催。

防災気象情報に関する講演
（岡山地方気象台）

災害ＶＲ体験
（岡山県危機管理課・
おかやまコープ）

高圧電源車・停電アプリの紹介
（中国電力ネットワーク（株））

移動基地局車の紹介・展示
（（株）ドコモＣＳ中国）

電気自動車の紹介・展示
（三菱自動車工業（株））



排水機場・樋門・水門等の情報共有
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 市内の主要なため池及び河川へセンサを設置し、水位をパソコンやスマートフォン等で常時確
認できるように整備。

■省電力広域通信網（ＬＰＷＡ）を活用したため池等の水位の監視

・大雨時の見回りによる転落の危険を回避できる
・早期避難の判断が容易なる
・防災意識の向上が図れる

・低水管理や事前の放流について、農業関係者との
調整が図れる

【防災アプリ等で確認】【周知チラシ】



避難活動や水防活動を支援するための水防資機材等の配備

41

■アレルギー対応非常食料の確保、モバイルバッテリーの導入

（１）避難所運営時に使用するために、アレルギー対応非常用食料の充実。
（２）避難所運営時にて活用するために、モバイルバッテリー及び充電用ソーラーパネルの確保。

（１）非常用食料の備蓄について、避難者の使
用範囲を拡大させるため、アレルギー対
応食品（アレルギー物質2８品目不使用）
を採用。令和６年度は１,3５０食購入。
町が保有しているアルファ米７,０００食の
うち3７％アレルギー対応食品として確

保。
今後も拡大させていく。

（２）避難所運営時の電力確保のため、令和
６年度はモバイルバッテリー及び充電用
ソーラパネルを１セット導入。
持ち運びが便利なキャスター付を採用。
継続使用を実現させるためのソーラーパ
ネルも導入。



防災教育や防災知識の普及

 平成３０年７月には豪雨災害があり，令和6年１月１日に発生した能登半島地震は記憶に新しい。南
海トラフ地震の発生も心配されている。万一の災害に備えて，平常時から防災意識を醸成すること
は大切である。矢掛町は合併７０周年の節目でもあり，総合防災フェアを開催。

■開催日時 ：令和６年９月８日（日） １2：３０～１6：００

■開催場所 ：やかげ文化センター

■主 催 ：矢掛町

■参 加 者 ：約１２０名

■内 容 ：①講演「洪水・土砂災害は 起こりうることが，起こりうるところで」

・講師 静岡大学防災総合センター牛山素行教授

②展示・体験（ポンチョ作り，災害用伝言ダイヤル，気象実験，浸水ＡＲなど）

■水防災に関する説明会，出前講座を活用した講習会の開催

矢掛町

42



■ダム再生の推進（操作規則の再検討、治水機能の増強の検討、利水ダムの治水活用）

中国電力

 2024年度の出水期を向かえるにあたり、以下について今年度も継続して取組み、新成羽川ダムの事
前放流等を確実に実施した。

ダム操作関係設備の点検

教 育 ・ 訓 練

理解促進活動等

異常出水への対応

・ダム操作に関係する機器の点検・整備の実施(メーカー点検含む)

・通信手段の途絶、道路の不通等を考慮した緊急措置の確認

・事前放流のルールの徹底
・ダム操作基本原則の理解と徹底(ダム放流に関する危害防止・ダム操作規程の遵守)
・機器故障時における対応および連絡体制の構築
《国交省主催》 ・洪水対応演習(ダム管理演習)(5/10)
《ダム管理教育》・通知・通報・巡回警告訓練 ・事前放流に関する研修

・ダム管理基礎研修 ・ダム管理応用研修
・ダム操作者研修 ・連ダム操作者研修
・管理主任技術者研修

・関係機関・関係者に対する周知・徹底
（ダム下流域に対する理解促進活動の実施）

・当社HPでのリアルタイムのダム画像公開(2021年6月～)
・川の防災情報への諸量データ公開(2021年6月～)
・中国電力ﾀﾞﾑ・水力発電所の写真展を開催(流域治水の取組を説明したパネル展示
およびパンフレットを配布：2024年3月:高梁市、2024年5月:帝釈峡ほか)

【ダム操作関係設備点検】【各種教育・訓練の実施】 【写真展の開催】

事前放流に関する研修

通知通報装置研修
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避難活動や水防活動を支援するための水防資機材等の配備



防災教育や防災知識の普及
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●自治体や防災関係者、教育機関などを対象に、防災について周知解説を行った。
市役所職員 ： 注警報など気象情報発表時の対応シミュレーション演習や研修会での講演。
防災士や自主防災組織 ： 養成講座や勉強会での講演。
教職員 ： 実践的安全教育総合支援事業推進委員として、災害と防災に関する知識の普及啓発。

■水防災に関する会議や研修での講師、出前講座を利用した講習会の開催

岡山地方気象台
Okayama Local Meteorological Office

【備前市役所】ワークショップ
10/4 市役所職員 25名
防災対応シミュレーション演習

【倉敷市まびふれあい公園】くらしき防災フェア
11/10 一般市民 約15000人
水害の種類や発生機構の周知

【新見公立大学】防災士養成講座
9/19 防災士を目指す学生 170名
防災士養成科目の講師

令和6年度の実績（2024年12月末時点）
自治体職員：防災会議4/17, 5/7,9,10, 6/4 ; 研修5/15,17,21, 7/25,31, 11/19,27 ； 訓練5/30, 8/18, 10/4, 11/16
民間防災関係者：5/23,28, 6/5,7, 7/5, 8/21, 9/19, 10/1,19,26
教育機関：5/29, 6/21, 7/26, 8/23, 9/18,19
報道機関：5/17
一般市民：公民館5/27,30, 6/27, 12/12；防災フェア9/8,29, 10/20, 11/10,15,23,30


